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 スポーツ基本法において、スポーツは「心身の健全な発達、健康及び体力の保持増進、精

神的な充足感の獲得、自律心その他の精神の涵養等のために個人又は集団で行われる運

動競技その他の身体活動」であり、「スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは、全

ての人々の権利」と捉えられています。 

 

こういったことを踏まえ、久留米市は、令和２年３月に、令和２年度からの６年間を期間

とする「久留米市スポーツ推進計画」を策定し、“活力あふれる市民スポーツの振興と豊か

なスポーツライフの創造・地域づくり”を基本理念に、さまざまな取組を進めてきました。 

 

この間、新型コロナウイルス感染拡大をはじめ、人口減少・少子高齢化の進行に伴う担

い手の減少、デジタル化の加速など、社会経済情勢は大きく変化しています。また、誰一人

取り残さない、持続可能な社会の実現を目指したＳＤＧｓの考え方は一層重要なものにな

っています。 

 

そのような中、国は令和４年度からの５年間を期間とした「第３期スポーツ基本計画」を

策定し、従来からの視点である「する・みる・ささえる」ことを実現できる社会を目指すため、

「つくる／はぐくむ」「あつまり、ともに、つながる」「誰もがアクセスできる」という３つの新

たな視点を取り入れた施策を展開しています。 

また、令和７年６月に大幅改正された「スポーツ基本法」では、スポーツの捉え方が拡充

され、「する・みる・ささえる」に加え「あつまる・つながる」という定義が明示されました。 

 

福岡県では、“福岡県のスポーツをより元気に、スポーツの力で福岡県をより元気に”と

いう「スポーツ立県福岡」の実現を目指すため、令和６年度からの５年間を期間とした「福

岡県スポーツ推進計画」が策定されています。「スポーツ活動の推進」「スポーツを推進す

る人材の育成」「スポーツを推進する環境づくり」「スポーツを通じた地域と経済の活性化」

「スポーツを通じた社会課題の解決」という５つの柱で、県のスポーツ施策の方向性と具体

的な取組を示しています。 

 

このような社会経済情勢の変化や、国・県の動向、また、これまでの久留米市スポーツ推

進計画に基づく各施策の課題等を踏まえ、今後の久留米市のスポーツ推進の基本的な方

向性を示し、具体的な取組を明らかにするため、新たな「久留米市スポーツ推進計画」を策

定するものです。 

 

  

はじめに 
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 １．前久留米市スポーツ推進計画（前計画）の検証 

  (1) 前計画の概要 

   ① 基本理念 

「活力あふれる市民スポーツの振興と豊かなスポーツライフの創造・地域づくり」 

 

   ② 基本方針 

前計画では、各施策を展開するにあたり、次の３点を基本方針としました。 

 

Ⅰ スポーツ参画人口の拡大 

Ⅱ スポーツ環境の基盤となる「人材」と「場」の充実 

Ⅲ スポーツを通じた、活力があり絆の強い社会の実現 

 

   ③ 施策の体系 

      基本方針ごとに施策の方向性を定め、それぞれに具体的施策を展開しました。 

基本方針 施策の方向性 具体的施策 

Ⅰ 
スポーツ参画 

人口の拡大 
Ａ 

スポーツを「する」 

市民の拡大 

１．スポーツ機会の提供・充実 

２．学校体育及び部活動の充実 

３．アスリートの競技力向上 

Ⅱ 

スポーツ環境の 

基盤となる「人材」と

「場」の充実 

Ｂ 
スポーツ「人材」の 

充実 

１．指導者の育成・支援 

２．スポーツ関連団体の組織強化・連携 

Ｃ スポーツ「場」の充実 
１．スポーツ施設の充実 

２．スポーツを身近にできる場の確保 

Ⅲ 

スポーツを通じた、

活力があり絆の強い

社会の実現 

Ｄ 

スポーツを通じた、 

生きがいがもてる 

社会の実現 

１．生きがい・仲間づくりの推進 

２．健康づくりの推進 

３．障害者スポーツの普及促進 

Ｅ 
スポーツを活かした 

地域の活性化 

１．スポーツコンベンションによる地域活性化 

２．観戦型スポーツイベントの充実 

３．スポーツ関連情報の発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ章 久留米市のスポーツ政策の現状と課題 
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  (2) 施策の方向性ごとの検証及び総括 

前計画を構成する施策の方向性ごとに、取組と課題を次のとおり総括します。 

 

 施策の方向性Ａ スポーツを「する」市民の拡大 

具体的施策 主な取組 

１．スポーツ機会の提供・充実 

・ 体育施設指定管理者及び総合型地域スポーツクラ

ブ等による、初心者、子ども、若者世代など全世代

を対象とした様々なスポーツ教室を開催 

２．学校体育及び部活動の充実 

・ 全国体力・運動能力運動習慣等調査をもとに、市

内すべての学校で体力向上１校１取組運動を実施 

・ 部活動指導員配置事業や中体連の運営費や各種

大会等への助成 

３．アスリートの競技力向上 

・ 国際大会等での活躍が期待されるジュニアアスリー

トを「市トップアスリート」等に認定し、活動費を助成 

・ プロ選手等を講師に招聘し、ジュニア向けのスポー

ツ教室を開催 

 

【目標の達成状況】 

成人の週１回以上のスポーツ実施率 

≪目標：未達成≫ 

Ｒ１ 目標 Ｒ６実績 

43.8％ 65％程度 55.6％ 

目標には届いておりませんが、令和元年調査時点よりも 11.7ポイント上昇しました。 

 

小中学生の学校体育以外での運動実施率 

≪目標：未達成≫ 

Ｈ30 目標 Ｒ６実績 

77％ 85％以上 83％ 

目標値には届かなかったものの、平成 30年度よりも６ポイント上昇しました。 

 

◆ 今後の課題 ◆ 

● 仕事や家事等で忙しい若者世代（20～40代）のスポーツ実施率向上 

● 学校部活動の地域への展開 

● 連携協定を締結したプロチームや久留米大学等と連携した事業の充実 

 

 

 

 

 

 

写真・イラスト等 
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  施策の方向性Ｂ スポーツ「人材」の充実 

具体的施策 主な取組 

１．指導者の育成・支援 

・ 体罰防止や熱中症予防等の国県等からの各種情

報を随時ホームページ等に掲載し、スポーツ推進

委員や総合型クラブ、学校施設開放運営委員会、

市スポーツ協会加盟競技団体に対し周知 

・ 市のジュニアアスリートスポーツ講習会をはじめ、市

スポーツ協会が行うスポーツ医科学講座、スポーツ

推進委員を対象とした各種研修会等による、スポー

ツ指導者の資質向上 

２．スポーツ関連団体の 

組織強化・連携 

・ 市スポーツ協会運営費の補助により協会の安定的

な運営基盤を強化するとともに、協会加盟競技団

体や国県、その他の関係機関と連携し競技大会の

補助や指導者養成等の事業を充実 

 

【成果指標の達成状況】 

スポーツ指導者養成講習会・研修会の 

受講者数  ≪目標：達成≫ 

Ｈ30 目標 Ｒ６実績 

364人 400人以上 629人 

 目標を 200人以上超える指導者が研修を受講しました。 

 

◆ 今後の課題 ◆ 

● スポーツ指導者並びに障害者スポーツ指導者、スポーツ推進委員、ボランティア

スタッフの人材発掘・育成 

● 福岡県スポーツリーダーバンクや久留米市ＬＬアドバイザーの活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真・イラスト等 
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  施策の方向性Ｃ スポーツ「場」の充実 

具体的施策 主な取組 

１．スポーツ施設の充実 

・ 市内の社会体育施設の管理運営について、公募に

より民間団体等を指定管理者として選定 

・ 体育施設の修繕等について、小規模なものは指定

管理者、大規模なものは市が計画的に推進 

・ 照明設備の計画的なＬＥＤ化 

２．スポーツを身近にできる 

場の確保 

・ 学校やコミセン、スポーツ推進委員等で構成する学

校施設開放運営委員会により、学校体育施設を地

域の社会体育団体等へ無料で開放 

・ 体育施設指定管理者の自主事業により様々なスポ

ーツ教室を開催し、施設活用を促進 

 

【成果指標の達成状況】 

スポーツ施設の利用者数 

≪目標：未達成≫ 

Ｈ30 目標 Ｒ６実績 

1,580,932人 200万人以上 1,855,425人 

 目標には届かなかったものの、平成 30年度より 27万人を超える方が利用しました。 

 

学校施設開放事業利用者数 

≪目標：未達成≫ 

Ｈ30 目標 Ｒ６実績 

771,660人 80万人以上 664,502人 

目標には届かず、平成 30年度時点より 10万人以上減少しています。 

ただし、下表の推移のように、コロナ禍で落ち込んだ後の回復傾向は続いています。 

［参考］ 学校施設開放事業の利用者数推移 

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

利用者数 771,660 701,495 500,032 410,689 615,292 642,370 664,502 

 

◆ 今後の課題 ◆ 

● 老朽化している施設の維持・補修 

● 若者世代が楽しめるアーバンスポーツ施設等の整備 

 

 

   

  写真・イラスト等 
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施策の方向性Ｄ スポーツを通じた、生きがいがもてる社会の実現 

具体的施策 主な取組 

１．生きがい・仲間づくりの推進 
・ 体育施設指定管理者や総合型クラブ等により、高

齢者向けの様々なスポーツ教室を開催 

２．健康づくりの推進 

・ 市保健所健康推進課による「市民ラジオ体操の集

い」開催、校区コミュニティ組織が実施するウォーキ

ング大会への補助金交付、スマートフォンアプリを活

用した「くるめ健康のびのびポイント事業」により市民

の日々の健康づくりの取組を促進 

３．障害者スポーツの普及促進 
・ パラリンピック種目体験会による障害者スポーツに

触れる機会の創出及び参加人口を増加 

 

【成果指標の達成状況】 

成人のスポーツ未実施率 

≪目標：未達成≫ 

Ｒ１ 目標 Ｒ６実績 

21.7％ 15％以下 16.4％ 

 目標には届かなかったものの、令和元年度調査時点より 5.3ポイント下がりました。 

 

障害者スポーツ大会・スポーツイベント等の

参加者数   ≪目標：達成≫ 

Ｈ30 目標 Ｒ６実績 

422人 600人以上 688人 

 目標を 80名以上超える参加がありました。 

 

◆ 今後の課題 ◆ 

● 教室等参加者の固定化、無関心層への効果的な取組方法 

● 障害の有無にかかわらず、また若者世代がスポーツを楽しめる環境整備 

 

  施策の方向性Ｅ スポーツを活かした地域の活性化 

具体的施策 主な取組 

１．スポーツコンベンションによる

地域活性化 
・ 九州・全国レベル、広域的スポーツ大会の開催を支援 

２．観戦型スポーツイベントの 

充実 

・ ユー・エス・イーカップ国際女子テニスやバレーボール

Ｖリーグ、ラグビーリーグワン、九州プロレス、バスケット

ボールＢリーグなどと連携、支援 

３．スポーツ関連情報の発信 

・ 広報久留米や市公式ホームページ、市公式ＬＩＮＥ、記

者クラブへのプレスリリース、体育施設指定管理者等

のホームページにて随時情報を発信 
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【目標の達成状況】 

スポーツコンベンション経済波及効果 

≪目標：未達成≫ 

Ｈ30 目標 Ｒ６実績 

4億 7千 

3百万円 
5億円以上 2億 8千万円 

 目標には届かず、平成 30年度時点よりも 1億 9千 2百万円以上減少しています。 

 

大規模大会の年間開催件数 

≪目標：達成≫ 

Ｈ30 目標 Ｒ６実績 

４回 ５回以上 ７回 

 目標数を超える大規模大会を開催することができました。 

 

◆ 今後の課題 ◆ 

● 大規模スポーツ大会誘致制度の創設 

● ホームページやＬＩＮＥ等デジタルツールを活用した情報発信 

 

  

［参考］ 経済波及効果の推移（単位：千円） 

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

効果額 473,496 436,123 18,688 96,674 254,715 440,821 280,543 

写真・イラスト等 
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２．市民意識調査から見える現状と今後の方向性 

令和７年に市が実施した市民意識調査及び過去の調査の結果から、久留米市民の

スポーツに関する意識や実態の把握を行いました。 

   ※ 令和７年調査の数値は 11月現在の速報値です。 

 

  (1) この１年に行ったスポーツや運動の頻度 

この１年に行ったスポーツや運動の頻度が「週に１日以上」と回答した人は 45.8％で、 

令和元年以前に比べ、徐々に高くなっています。 

なお、国の調査（令和６年）では、同実施率は 52.5％です。 

 

45.8%

43.9%

36.1%

32.6%

30.4%

26.9%

28.9%

16.5%

20.9%

21.7%

34.1%

50.7%

2.9%

7.5%

0.8%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7

(n=2,640)

R1

(n=2,847)

H24

(n=1,787)

H18

(n=2,377)

【この1年間に行ったスポーツや運動の頻度経年比較】

週1日以上 月に1～3日程度 何も行っていない 無回答

44.5%

47.5%

30.6%

30.3%

22.0%

19.6%

2.9%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7女性

(n=1,495)

R7男性

(n=1,132)

（男女別）

週1日以上 月に1～3日程度 全く行っていない 無回答
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男女別の週１日以上のスポーツ・運動実施率は男性 47.5％、女性 44.5％で、男女差がある状

況です。（国の調査：男性 55.6％、女性 49.6％） 

また、年齢別には 30代が一番低く、以降年齢が上がるにつれスポーツ・運動実施率が高くなっ

ています。なお、国の調査では、20代から 40代に向け低くなり、40代を底に高年代ほど高くな

っています。 

 

 

 

 

 

49.6%

32.8%

37.0%

42.4%

48.8%

61.4%

34.9%

45.3%

37.7%

32.6%

21.0%

13.1%

13.9%

20.7%

23.2%

23.9%

26.0%

19.2%

1.6%

1.2%

2.1%

1.1%

4.3%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7･20代以下

(n=502)

R7･30代

(n=338)

R7･40代

(n=470)

R7･50代

(n=472)

R7･60代

(n=400)

R7･70代以上

(n=443)

（年齢別）

週1日以上 月に1～3日程度 全く行っていない 無回答
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  (2) この１年で行った運動・スポーツ 

上位５項目を抜粋し、令和元年と比較。ウォーキングや体操といった身近な場所でできる運

動・スポーツが上位を占めています。 

 

  (3) この１年間で運動・スポーツを行った場所 

上位５項目を抜粋し、令和元年と比較。公道や自宅など、身近な場所で運動・スポーツを行

う割合が増えています。 

31.9%

29.9%

21.9%

14.1%

12.6%

29.5%

29.8%

24.2%

13.2%

14.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

公道

自宅または自宅敷地内

公共の体育・スポーツ施設

民間商業インドア施設

公園・空き地

R7

(n=2,078)

R1

(n=2,100)

56.2%

20.4%

13.7%

11.7%

8.6%

51.4%

25.0%

10.6%

12.3%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ジョギング・ウォーキング・階段昇降

体操

自転車

トレーニング

屋内競技

R7

(n=2,763)

R1

(n=2,847)
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  (4) 今後やってみたい運動・スポーツ 

上位５項目を抜粋し、令和元年と比較。ウォーキングや体操といった身近な場所でできる運

動・スポーツが上位を占めています。 

 

  (5) 現在の市の運動・スポーツ施設の満足度 

 令和元年と比較すると、満足している割合は 0.2 ポイント減少し、不満の割合は 3.5 ポイント減

少しています。 

29.9%

16.0%

15.2%

12.8%

12.6%

35.9%

23.1%

17.1%

12.2%

14.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

ジョギング・ウォーキング・階段昇降

体操

水泳・水中ウォーキング

登山・ハイキングなど

トレーニング

R7

(n=2,763)

R1

(n=2,847)

8.3%

10.4%

30.8%

28.9%

44.4%

38.5%

9.2%

12.4%

3.7%

4.0%

3.6%

5.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7

(n=2,763)

R1

(n=2,847)

十分満足 ある程度満足 どちらでもない やや不満 不満 無回答



12 

 

  (6) 現在の市の運動・スポーツ施設に不満の理由 

 上位５項目を抜粋し、令和元年と比較。施設に関する情報の少なさについては、ポイントは減

少したものの上位を占めています。 

 

  (7) 今よりもっとスポーツに親しむために市に力を入れて欲しいこと 

 上位５項目を抜粋し、令和元年と比較。すべての世代でのスポーツ機会の充実や初心者向け

スポーツ教室を増やす等、スポーツの「場」の充実、ささえる人に関する期待の意見が多くなっ

ています。 

 

【今後の施策の方向性】 

 ● 男女別では女性、年代別では 30代を中心とした若者世代・現役世代の運動・スポー

ツ実施率の向上を目指す取組が必要。 

 ● スポーツをより身近にできる環境づくり。 

 ● 年代を問わずあらゆる市民がスポーツに親しむことができる機会を充実させるた

め、更なる情報発信の強化が必要。 

28.8%

27.5%

22.3%

19.8%

10.8%

33.3%

33.9%

23.8%

22.9%

11.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

子どもや高齢者など、すべての世代でのスポーツ機

会の充実

初心者向けの運動・スポーツ教室の開催を増やす

久留米市のスポーツ関連施設の充実と活用

一緒にスポーツをする仲間と出会える機会を増やす

仕組みをつくる

運動・スポーツを指導してくれる人など支える側の人

を増やす

R7

(n=2,763)

R1

(n=2,847)

43.1%

29.9%

22.8%

19.7%

17.2%

43.9%

32.8%

18.6%

21.0%

20.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

施設についての情報が少ないから

施設まで遠く、交通の便が悪いから

施設利用者が多く、十分満足のいく利用ができない

から

やりたい運動・スポーツができる施設がないから

利用時間帯が限られているから

R7

(n=355)

R1

(n=297)
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 ３．スポーツ関係団体からの意見について 
スポーツの関係団体に対し、本市のスポーツ推進に関する課題等についてアンケ

ートを取り、次期計画策定に向けた情報収集を行いました。 

 

【意見を聴取した関係団体】 

市陸上競技協会、市手をつなぐ育成会（知的障害者団体）、福岡県高校体育連盟、 

市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会、市（都市建設部、上下水道部、総合支所

（田主丸・北野・城島）） 

 

 

分

類 
市のスポーツ推進を図る上での課題 

市が何に力を入れたらもっと 

スポーツ推進が図られるか 

す
る 

○ 部活動の地域移行に伴い、生徒数

減少を上回るペースでの競技人口減

少を懸念。 

○ スケートボード等の次世代スポーツ

ができる施設整備。スケボーパーク設

置を求める 400 名超の署名が提出さ

れており、若者の声が多数挙がる状

況はスポーツ推進を図る上で課題。 

○ 夜や早朝でも歩ける安全な運動場

所の確保。 

○ 可処分時間（育児や介護、仕事以

外の余暇）が少ない。 

○ 運動実施率が低い成人年齢層への

対応。 

○ 運動・スポーツをする子どもとそうで

ない子どもの二極化。 

○ 年齢や性別、障害有無関係なく誰もが一緒

に参加できるスポーツイベントの企画。 

○ 小中高校への出張スポーツ教室等のイベン

トを通して若い世代にスポーツの楽しさを伝え

る取組。 

○ 学校施設開放の異種目チーム間による利

用時間の確保が難しいため、ジュニアチーム

への学校以外の体育施設を無料貸出。 

○ 地域スポーツ団体の高齢化及び担い手不

足が進む中、スポーツに対する敷居を低くす

るための体験講座や生涯スポーツ推進。 

み
る 

○ 市民のスポーツに対する関心・意識

の向上を図るため、全国・世界大会の

誘致など、充実している市の体育施

設の活用。 

○ プロスポーツチームの誘致。 

○ 世界中から合宿や大会を誘致するため、特

定の競技に特化した「メッカ、聖地」づくり。 

さ
さ
え
る 

○ 中学校運動部活動がなくなると、競

技団体会員の多くを占める部活動顧

問の退会が想定。競技団体の存続や

活動に支障をきたす事を懸念。 

○ 部活動地域移行に関わる指導者支援。 

○ 部活動指導のレベルアップ、教員の働き方

改革に寄与するため、指導者の民間委託。 

○ 施設や指導者確保、資金面が厳しい総合型

地域スポーツクラブ運営への補助金等支援。 

【今後の施策の方向性】 

 ● 中学校部活動の円滑な地域移行 

 ● スケートボード等アーバンスポーツ施設整備の検討 
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 ４．子どもの運動・スポーツの習慣に関するアンケートについて 

 市立学校の児童生徒に対し、「市民意識調査」の内容に準じたアンケート調査を実施

しました。 

 

(1) 対象：市立学校の児童生徒 

・小学１～３年及び特別支援学校小学部の児童は、保護者が代弁する形式 

・小学４～６年及び特別支援学校中学部高等部、中学高校の児童生徒は、本人が 

 直接回答（回答は任意） 

(2) 調査期間：９月 10日（水）～10月 10日（金） 

(3) 調査手法：電子申請方式による各学校を通したオンライン調査回答 

(4) 調査項目： 

・ この１年間で行った運動・スポーツ（学校体育を除く）、及びその頻度、場所 

・今後やってみたい運動・スポーツ 

・現在の市内運動・スポーツ施設に対する満足度、及び不満の理由 

・今よりもっとスポーツに親しむために久留米市に力を入れて欲しいこと 

 

【サンプル数】 

 

  

選択肢 数 割合 選択肢 数 割合 選択肢 数 割合
小学1年 687 9.7% 中学1年 1,598 35.7% 小学部1年 21 26.9%
小学2年 778 11.0% 中学2年 1,348 30.1% 小学部2年 19 24.4%
小学3年 635 9.0% 中学3年 1,536 34.3% 小学部3年 16 20.5%
小学4年 1,650 23.3% 中学校計 4,482 100% 小学部4年 6 7.7%
小学5年 1,620 22.9% 小学部5年 7 9.0%
小学6年 1,702 24.1% 選択肢 数 割合 小学部6年 7 9.0%
小学校計 7,072 100% 高校1年 317 36.8% 中学部1年 1 1.3%

高校2年 283 32.9% 中学部2年 1 1.3%
高校3年 261 30.3% 中学部3年 0 0.0%
高校計 861 100% 高等部1年 0 0.0%

高等部2年 0 0.0%
高等部3年 0 0.0%
特別支援学校計 78 100%

写真・イラスト等 
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(5) 調査結果： 

主なものを抜粋しています。ジョギングやウォーキング、自転車、体操等、特段の施設を必要と

せず身近にできるスポーツが上位を占めています。また高校以外は水泳の割合も高くなってい

ます。 

 

 

 週１日以上のスポーツの実施率については、小学校 84.1％、中学校 87.6％、高校 78.3％、

特別支援学校 70.5％となっています。中学校や高校の週５日以上の割合が高いのは運動部

活動の影響、小学校の週２～４日の割合が高いのはジュニアスポーツクラブ等の習い事の影響

が考えられます。  

13.1%

11.4%

12.2%

10.3%

7.1%

15.2%

13.0%

8.5%

8.6%

10.1%

20.6%

15.7%

2.5%

8.3%

10.5%

14.2%

8.8%

17.7%

11.5%

4.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

ジョギング・ウォーキング・階段昇降（散歩などを含

む）

自転車（サイクリング・BMXなどを含む）

水泳・水中ウォーキング

体操（ラジオ体操・縄跳び・ヨガ・エアロビクスなど

を含む）

屋内競技（バレー・バスケット・バドミントン・卓球な

ど）

この１年間で行った運動・スポーツ（体育の授業以外）

小学校 中学校 高校 特別支援学校

24.6%

47.5%

42.1%

6.4%

45.0%

34.9%

30.3%

42.3%

14.5%

5.2%

5.9%

21.8%

9.5%

7.5%

15.2%

16.7%

6.4%

4.9%

6.5%

12.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校

中学校

高校

特別支援学校

この1年間に運動・スポーツを行った日数（体育の授業

以外）

週に5日以上 週に2～4日 週に1日

月に1～3日程度 何もしていない
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主なものを抜粋しています。自宅や学校、公園空き地等、身近な場所の割合が高く、また社会

体育施設の割合も高くなっています。 

 

 

主なものを抜粋しています。他の事で忙しいとか、面倒くさい等の割合が高いものの、特に理由

がないという理由が顕著となっています。また特別支援学校においては、施設がない事や仲間・

指導者がいない事が挙げられており、自宅等から長距離の移動ができなかったり、共にスポーツ

に親しむ人がいない事でスポーツの実施が困難になっていると推察されます。 

17.5%

8.9%

7.0%

17.5%

9.3%

14.7%

5.7%

18.5%

16.3%

2.9%

18.4%

14.6%

11.6%

6.7%

16.3%

18.9%

3.3%

18.7%

18.0%

7.2%

11.5%

15.2%

5.3%

14.4%

15.9%

8.3%

14.4%

6.1%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18% 20%

公共の体育・スポーツ施設

学校の体育施設

民間商業インドア施設（フィットネスクラブ・ジム・

ボウリング場など）

自宅または自宅敷地内

学校または学校敷地内

公園・空き地

公道（ウォーキング・ランニング・自転車競技な

ど）

この１年間で運動・スポーツを行った場所（体育の授

業以外）

小学校 中学校 高校 特別支援学校

17.9%

3.9%

4.5%

2.0%

9.6%

25.5%

18.7%

4.6%

5.3%

1.3%

17.1%

18.8%

23.5%

3.6%

4.1%

0.5%

24.0%

19.9%

14.3%

14.3%

9.5%

9.5%

4.8%

23.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

他の事で忙しいから

場所や施設がないから

仲間がいないから

指導者がいないから

面倒くさいから

特に理由はない

運動・スポーツをしなかった・できなかった理由（体育

の授業以外）

小学校 中学校 高校 特別支援学校
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主なものを抜粋しています。ダンスや屋内競技の人気が高くなっています。高校においてはスキ

ー・スケート・スノーボードといったウィンタースポーツの人気も高くなっています。 

 

 

十分・ある程度含めた満足度に関しては、小・中・高校は 50％を超えていますが、特別支援学

校は 32.1％と低くなっています。  

5.9%

6.4%

5.6%

7.6%

4.4%

6.2%

5.5%

3.8%

5.2%

6.3%

8.8%

7.4%

6.2%

7.7%

5.5%

9.5%

5.0%

10.9%

6.3%

4.9%

9.7%

8.8%

10.2%

4.1%

10.9%

0.0%

3.4%

2.7%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12%

水泳・水中ウォーキング

ダンス（ジャズダンス・社交ダンス・ブレイキン・ヒッ

プホップなどを含む）

テニス・ソフトテニス

屋内競技（バレー・バスケット・バドミントン・卓球な

ど）

弓道・アーチェリー

ボウリング

スキー・スケート・スノーボード

今後やってみたい運動・スポーツ

小学校 中学校 高校 特別支援学校

61.6%

67.9%

68.1%

32.1%

29.7%

23.1%

27.6%

53.8%

8.7%

9.0%

4.3%

14.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校

中学校

高校

特別支援学校

現在の市の運動・スポーツ施設の満足度

十分・ある程度満足 どちらでもない やや不満・不満
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主なものを抜粋しています。やりたい運動・スポーツができる施設がない、また施設に関する情

報が少ないといった理由の割合が高くなっています。また特別支援学校に関しては、施設まで

遠いため気軽に利用できないのが不満要素となっているようです。 

 

 

主なものを抜粋しています。初心者向けのスポーツ教室を増やす事や、全ての世代でのスポー

ツ機会の充実、仲間と出会える機会を増やす仕組み等が求められています。また高校や特別

支援学校に関してはスポーツ施設充実への期待値も高くなっています。特別支援学校にとって

はスポーツ活動を支えてもらえる人材の育成も求められています。  

22.2%

14.7%

5.1%

7.6%

7.5%

26.0%

10.6%

2.8%

9.6%

11.2%

27.1%

15.3%

4.9%

9.7%

12.5%

9.7%

22.6%

12.9%

16.1%

16.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

やりたい運動・スポーツができる施設がないから

施設についての情報が少ないから

施設への案内表示が少なく、場所が分かりにくい

から

施設利用者が多く、十分満足のいく利用ができな

いから

施設まで遠く、交通の便が悪いから

市内運動・スポーツ施設に不満の理由

小学校 中学校 高校 特別支援学校

14.7%

20.3%

15.0%

7.2%

7.8%

13.7%

15.7%

15.0%

9.2%

8.6%

16.7%

14.9%

15.8%

15.4%

5.0%

12.6%

19.6%

11.9%

14.7%

12.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

子どもや高齢者など、すべての世代でのスポーツ

機会の充実

初心者向けの運動・スポーツ教室の開催を増やす

一緒にスポーツをする仲間と出会える機会を増や

す仕組みをつくる

久留米市のスポーツ関連施設の充実と活用

運動・スポーツを指導してくれる人など、支える側

の人を増やす

スポーツに親しむために久留米市に力を入れて欲しい

こと

小学校 中学校 高校 特別支援学校
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【今後の施策の方向性】 

 ● 初心者向けの運動・スポーツ教室の開催を増やし、様々なスポーツに触れる機会を創

出する取り組みが必要。 

 ● 子どもから高齢者まで年代を問わずあらゆる市民がスポーツに親しむことができる

機会を充実させるため、更なる情報発信の強化が必要。 

 ● 子どもたちが一緒に運動・スポーツをする仲間と出会える機会を増やす仕組みの検

討が必要。 

 ● 障害を持った子どもたちがスポーツに親しむことのできる環境づくり。 

 

  

写真・イラスト等 
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１．計画策定の意義 

    前計画における現状と課題を踏まえるとともに、社会経済情勢の変化や国・福岡県

の動向といったスポーツを取り巻く状況に対応した計画を策定し、今後の久留米市の

スポーツ推進の基本的な方向性を示し、具体的な取組を明らかにします。 

 

２．計画の位置付けと期間 

スポーツ基本法第 10条第１項に基づく、地域の実情に合ったスポーツの推進に関

する計画として位置付け、また、令和 8 年度を始期とする市総合計画「未来デザイン

計画 2035」の分野別計画として、市民スポーツを着実に推進していくために策定し

ます。策定にあたっては、国のスポーツ基本計画並びに福岡県スポーツ推進計画を参

酌し整合を図ります。 

計画期間については、市総合計画「未来デザイン計画 2035」前期基本計画との連

動性を確保するため、令和８年度から令和 12年度までの５年間とします。 

 

スポーツとＳＤＧｓ 

2015（平成 27）年９月の国連サミットに

おいて、2030（令和 12）年までの開発目標

として 17 の持続可能な開発目標＝ＳＤＧｓ

が設定され、経済・社会・環境をめぐる広範

な課題に統合的に取り組むこととされまし

た。 

本市においてもＳＤＧｓの達成に向けた取

組を重視し、スポーツ施策においても、ＳＤ

Ｇｓの視点を踏まえて推進します。 

 

３．計画の基本理念 

 

 

 

 

前計画では、スポーツの持つ力を活かしたスポーツの振興に取り組むとともに、新

総合計画に沿った長期的視点による取組を行ってまいりました。次期総合計画前期

基本計画期間内である令和 12 年度まで、本計画の基本理念は前計画から継承する

こととします。 

 

  

 

活力あふれる市民スポーツの振興と豊かなスポーツライフの創造・地域づくり 

Ⅱ章 久留米市スポーツ推進計画（令和８年度～令和 12年度） 
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４．基本方針と目標設定 

本計画では基本理念に基づき次の４点を基本方針に据え、また、スポーツを「する・

みる・ささえる・あつまる・つながる」の視点を踏まえた各施策を展開します。また、目

標設定として成果指標を設定します。 

 

（１） スポーツ機会の充実・活動の活性化 

（２） スポーツ環境基盤の充実 

（３） スポーツを活かした地域活性化 

（４） スポーツに関する情報発信の充実 

 

５．施策の体系 

基本方針 具体的施策 施策の主な視点 

(1) スポーツ機会の 

充実・活動の活性化 

① 年代や障害の有無等にかかわらず、 

誰もが身近にスポーツを親しむ機会の 

充実 

する・ささえる・ 

あつまる・つながる 

② 大規模大会で活躍が期待される 

ジュニアアスリートの育成、充実 
ささえる 

③ 多様なニーズを踏まえた新たな 

スポーツなどの普及促進 
する・あつまる 

④ 中学校部活動の地域展開 
する・ささえる・ 

つながる 

⑤ スポーツを通じた健康増進 
する・ささえる・ 

あつまる 

⑥ スポーツを通じた共生社会の実現 
ささえる・あつまる・ 

つながる 

(2) スポーツ環境基盤 

の充実 

① スポーツ施設の充実と活用促進 する・ささえる 

② 指導者やボランティアなどスポーツを

支える人材の確保、育成 
ささえる・つながる 

③ スポーツ関連団体の組織強化、連携 ささえる・つながる 

④ スポーツの公正及び公平の確保、 

  事故の防止 
ささえる 

(3) スポーツを活かした

地域活性化 

① 大規模大会などスポーツコンベンショ

ン誘致による地域活性化 
みる・ささえる・ 

あつまる・つながる 

② 連携協定等を活かしたプロスポーツチ

ームなどによるスポーツイベントの充実 
する・みる・ 

あつまる 

(4) スポーツに関する 

情報発信の充実 

① 様々な情報を知る機会の提供 
する・みる・ささえる・ 

あつまる・つながる 

② 公共施設予約システムの充実など 

利便性の向上 
する・ささえる 
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６．具体的な施策内容 

(1) スポーツ機会の充実・活動の活性化 

年齢や性別、障害の有無等に関わらず、市民が生涯にわたり心身ともに健康で

文化的な生活を営むことができるように、市民それぞれのライフステージや関心

度合、適正等に応じて日常的にスポーツに親しむ機会の充実を図り、スポーツ活動

の活性化を目指します。 

 

【成果指標】 

◆ 障害者を含む成人の週１回以上のスポーツ実施率 目標 65％ 

◆ 小中学生の学校体育以外での運動実施率 目標 85％ 

◆ 成人のスポーツ未実施率 目標 15％以下 

◆ 障害者スポーツ大会・スポーツイベント等の参加者数 

目標年間 800人以上 

 

① 年代や障害の有無等にかかわらず、誰もが身近にスポーツを親しむ機会の 

充実 

あらゆる市民がスポーツに親しみ楽しめるよう、各種スポーツ団体と連携した

市民参加型スポーツイベントや教室等を開催し、また、その内容の充実を図りま

す。 

● 子どものスポーツ活動の推進 

子どもたちのスポーツへの動機づけと習慣化につながるよう、発達段階に応

じた各種スポーツ体験会やスポーツに触れる機会を提供するとともに、「市スポ

ーツと学びの財団（※）」や競技団体等と連携し、地域スポーツクラブやスポー

ツ少年団の活発化などスポーツ環境の充実を図ります。 

 

 

● 学校体育及び部活動の充実 

青少年の心身の健全な発達や運動能力の向上、生涯にわたる運動習慣づ

くりのため、学校体育の充実を図ります。 

また、学校部活動の活性化や競技力向上につながる、外部指導者の活用を

促進します。 

 

 

 

※市スポーツ協会と市生きがい健康づくり財団が統合（令和 8年 4月 1日） 
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● 若者世代や現役世代のスポーツの推進 

20 代から 50 代までの仕事や家事、子育て等で忙しい世代の運動機会の   

充実を図るため、スポーツ関係団体等と連携した各種スポーツ教室や体験会

等を開催します。また、託児サービスの提供など、子育て中の人も参加しやす

い環境を整えます。 

● 高齢者スポーツの推進 

高齢者の体力維持や健康増進を図るため、それぞれの体力やライフスタイ

ルに応じたスポーツ機会の提供、シニアクラブ等の地域活動・スポーツ活動の

支援を行います。また、生きがい・仲間づくりを推進するため、高齢者向けのス

ポーツの普及・促進を図ります。 

● 障害者スポーツの普及促進 

障害者スポーツに関わる機関やスポーツ団体等と連携を図りながら、障害者

スポーツの体験会開催やスポーツ現場でのサポート等に関する知識習得の場

をもうけることで、障害者スポーツに対する認知度や理解の向上を図り、障害の

ある人のスポーツ活動の促進や指導者育成につなげます。 

 

② 大規模大会で活躍が期待されるジュニアアスリートの育成、充実 

競技団体や中体連、高体連等と連携し、将来の活躍が期待されるジュニアア

スリートを発掘・支援します。また、競技継続のモチベーション向上を図ることで

継続的な久留米市ゆかりのトップアスリート輩出に繋げ、そういった選手に次世

代の子どもたちが憧れ、目指すことで、人材の好循環を生み出します。 

● ジュニアアスリートの競技力向上 

将来、オリンピックやパラリンピック、デフリンピック等の大規模スポーツ大会で

の活躍が期待される本市ゆかりのジュニアアスリートに対し、国内外での試合や

日々のトレーニングなどの充実が図られるよう、競技力の向上のための支援を

行います。 

● 競技大会出場選手への支援 

全国大会や九州大会に出場する選手に対して出場奨励金を支給するととも

に、市民に夢や感動を与える顕著な成績を収めた選手を表彰し、積極的なＰＲ

を行います。 

● スポーツ医科学を活用した競技者の支援 

大学等との連携によりスポーツ医科学を活用することで、競技者や指導者な

ど包括的に支援ができるようなシステムの構築を目指します。 
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③ 多様なニーズを踏まえた新たなスポーツなどの普及促進 

若者世代を中心に人気があり他文化との親和性も高いアーバンスポーツ等、

新たなスポーツの普及促進に努めることで、スポーツ人口の拡大を図ります。 

● アーバンスポーツ教室・体験会の実施 NEW! 

令和７年度に久留米市で開催された世界ブレイキン選手権での注目を継続

的に活かしていくため、各種アーバンスポーツ教室や体験会を実施することで、

特に若者世代のスポーツ実施機会につなげます。 

 

④ 中学校部活動の地域展開 

中学校の部活動を地域へ展開することで、単に中学生の活動にとどまらず、

小学生期からの活動も、高校・大学・社会人・高齢者と地域全体を巻き込んだ

「生涯スポーツ」の環境づくりに繋げます。 

● 地域移行の受け皿となる地域クラブの構築、支援 NEW! 

運動部活動の地域移行が円滑に進むよう、総合型地域スポーツクラブをは

じめ、受け皿となる団体や地域等と連携し、必要な支援を行います。 

● 地域におけるスポーツ指導者の確保 

子どもたちが適切で専門的な技術指導が受けられるよう、「市スポーツと学び

の財団」やその加盟競技団体等との連携や県スポーツリーダーバンクの活用な

どにより、指導者の養成や確保を行います。 

 

⑤ スポーツを通じた健康増進 

保健所等と連携しながら、ウォーキングやラジオ体操等手軽に行えるスポー

ツを推進することで、市民の健康増進を図ります。また、運動習慣が少ない市民

を対象として気軽にスポーツを始めるきっかけづくりとなる事業を展開します。 

● 健康づくりのための運動の推進 

「いつでも・どこでも・だれでも」手軽に行える健康づくりであるウォーキングやサ

イクリング、ラジオ体操等の運動を地域との連携により推進します。また、これか

らも増加していく高齢者介護の予防につながる運動の推進にも取り組みます。 

● 保健分野と連携した健康づくり 

保健分野と連携しながら「健診受診率の向上対策」「身体活動・運動の普及

推進」「食生活環境の整備」を３つの柱として、健康寿命の延伸を図ります。 
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⑥ スポーツを通じた共生社会の実現 

様々な立場・状況の市民がスポーツをともに楽しめるような機会を創出する

ことで、スポーツを通じた共生社会の実現を図っていきます。 

● 障害者スポーツの普及促進（再掲） 

● スポーツを通じた女性の活躍促進 

競技団体やスポーツ関係団体に対し、意思決定等の場へ女性の登用を図

るなど、多様な人材の確保に努めるよう働きかけます。 

 

  

写真・イラスト等 
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(2) スポーツ環境基盤の充実 

市民が安心してスポーツに取り組むことができるよう、施設や団体、人材などス

ポーツに関する環境基盤の充実を図ります。 

 

【成果指標】 

◆ スポーツ指導者養成のための講習会・研修会の受講者数 

目標年間 700人以上 

◆ スポーツ施設の利用者数 目標年間 200万人以上 

◆ 学校施設開放事業利用者数 目標年間 80万人以上 

 

① スポーツ施設の充実と活用促進 

市内スポーツ施設について、適切な維持管理を行い、必要な備品整備や修繕

等を行うことで、施設の機能充実を図り利用を促進します。 

● 既存施設の活用も含めた、様々なスポーツができる場の検討 

市民のニーズに応じたスポーツ施設について、必要な環境を整えるため、既

存施設の活用も視野に入れた検討を行います。 

● 身近なスポーツ施設としての機能充実 

地域における身近なスポーツ施設として魅力ある施設となるよう、地域スポ

ーツ活動に必要な備品の整備等、施設の機能充実を図ります。 

● 安全で安心できる施設の維持管理 

だれもが安全で安心にスポーツに親しめるよう、施設の保守点検や改修等に

計画的に取り組むなど適切な維持管理を行い、施設の利用促進を図ります。 

また、施設の適正な維持管理や改修等による長寿命化を図るため、受益者

負担の在り方について検討を行います。 

● 障害者のスポーツ施設における円滑な利用促進 

スポーツ施設の指定管理者等に対して、障害者差別解消法の趣旨の周知

徹底や、障害者スポーツへの理解を啓発することで、障害者の施設利用促進

を図ります。 

● スポーツ施設の活用促進 

市民のスポーツ活動の場となりえる公立学校体育施設の開放を推進すると

ともに、公共スポーツ施設での各種スポーツ教室など、有効活用を図ります。ま

た、スポーツ施設の情報や開催される教室、イベントなどを広く周知することによ

り、活用を促進します。 
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       ● 身近な運動・スポーツの推進 

スポーツ施設に限らず、公園やウォーキングコース、サイクリングコースなど、

身近で気軽に運動・スポーツが楽しめる場所等の情報発信に努めます。 

 

② 指導者やボランティアなどスポーツを支える人材の確保、育成 

「市スポーツと学びの財団」や各競技団体、市スポーツ推進委員連絡協議会等

との連携により、指導者やボランティアの人材育成を図ります。 

また、スポーツの素晴らしさに触れる機会、自己実現や社会貢献活動の機会

としてもらうため、大会やイベント等での運営ボランティアの活用を推進します。 

● 指導者の育成と活用 

日本スポーツ協会や各種競技団体等が開催する講習会・研修会等に関す

る各種情報の提供を行い、それらへの自発的参加や派遣を促進します。 

また、各種資格制度との整合性を踏まえた指導者養成講習会・研修会の開

催や、各競技団体等が行う自主研修活動を支援することで、県スポーツリーダ

ーバンクや市ＬＬアドバイザーへの登録者拡大などにより指導者人材の活用を

推進します。 

● ボランティアの活用 

スポーツの素晴らしさに触れる機会、自己実現や社会貢献活動の機会とし

てもらうため、大会やイベント等での運営ボランティアの活用を推進します。 

● 保育園・幼稚園等職員の運動遊びに対する啓発 

生涯の健康・体力等について、幼児期の運動遊び体験の有効性を保育士等

に認識してもらうため、講習会等を開催するなど、幼児期からの運動指導を強

化します。 

● 地域スポーツ推進者への表彰 

長年の活動により地域スポーツの推進などに貢献している個人・団体を表彰

します。 

  

写真・イラスト等 
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③ スポーツ関連団体の組織強化、連携 

● 市スポーツと学びの財団の組織・スポーツ事業の充実 

「市スポーツと学びの財団」のスポーツ事業推進体制や加盟競技団体への

支援の強化を図るとともに、財団加盟の競技団体や行政、その他の関係機関と

連携し、事業内容の充実を図ります。 

● 総合型地域スポーツクラブの活動支援体制の充実 

総合型地域スポーツクラブが持続的に地域スポーツの担い手としての役割

を果たしていくため、計画的に事業を実施し、改善することにより活動の安定化

を図ります。また、地域に根ざしたクラブとして定着していくために、総合型クラブ

による生きがい・仲間づくりなど地域の課題解決に向けた取組を支援します。 

● 学術機関との連携 

大学等と連携し、市民が生涯にわたりスポーツを楽しめる事業からトップアス

リートの競技力向上に係る事業まで、高度で専門的な観点からの支援とその成

果の有効活用を図る取組を目指します。 

 

④ スポーツの公正及び公平の確保、事故の防止 

● スポーツ・インテグリティ（誠実性・健全性・高潔性）の確保 

「市スポーツと学びの財団」等と連携し、暴力や性的な言動、差別、インター

ネット上の誹謗中傷等によりスポーツを行う人の環境が害されないよう、研修や

啓発活動を行います。 

また、ガバナンスコード策定の促進など、スポーツ団体のガバナンス強化とコ

ンプライアンスの徹底に取り組みます。 

● 事故やけがを防止する啓発 

スポーツに関わるあらゆる活動をする中での事故やけがを防止するため、「市

スポーツと学びの財団」等と連携し、競技団体やスポーツ施設等への啓発に取

り組みます。 
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(3) スポーツを活かした地域活性化 

大規模スポーツ大会やスポーツイベント開催によるまちの賑わいの創出など、ス 

ポーツを通じて地域及び経済の活性化を図ります。 

 

【成果指標】 

◆ スポーツコンベンション経済波及効果 目標年間５億円以上 

◆ 大規模スポーツ大会の開催件数 目標年間８回以上 

   

① 大規模大会などスポーツコンベンション誘致による地域活性化 

まちの賑わいと経済・地域の活性化を図るため、県やスポーツ関係団体等と

連携し、大規模スポーツ大会やプロの試合、キャンプ等の誘致に取り組みます。 

● スポーツコンベンション誘致支援の充実 NEW! 

本市での大会等開催の検討を促し、誘致につなげるため、支援制度の充実

を図ります。 

● スポーツを通じた市の魅力発信 NEW! 

関係部局との連携などにより、スポーツ大会やイベントの主催者及び参加者、

観客等が食や文化、自然などをはじめとする本市のさまざまな魅力に触れる取

り組みを進めます。 

 

② 連携協定等を活かしたプロスポーツチームなどによるスポーツイベントの充実 

  ● プロスポーツチームなどによるスポーツイベントの充実 

プロスポーツと身近に接し、スポーツに対する関心を醸成するため、選手等に 

よるスポーツ教室や選手との交流イベントを開催します。 
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(4) スポーツに関する情報発信の充実 

   年代を問わずあらゆる市民がスポーツに親しむことができる機会を充実させるため、 

必要な人へ必要な情報が届くよう、情報発信を強化します。 

 

【成果指標】 

◆ 公共施設予約システムで予約できるスポーツ施設数  ２０施設以上 

 

   ① 様々な情報を知る機会の提供 

● 様々な情報を知る機会の提供 

市内のスポーツ施設や大会、イベント等の情報を、関係機関等と連携し市内外に

積極的に発信することで、市民がスポーツをする・みる機会づくりに努めるとともに、ス

ポーツによる久留米の盛り上がりを醸成します。 

 

   ② 公共施設予約システムの充実など利便性の向上 

● 公共施設予約システムの充実など利便性の向上 NEW! 

スポーツ施設の空き状況の確認及び予約など、情報発信のデジタル化を推進す

ることで、利用者の利便性の向上に努めていきます。 
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Ⅲ章 施策の推進に向けて 

 １．計画の推進体制 

施策を推進するため、市・市スポーツと学びの財団・国・福岡県・市民・地域・学校・

各種スポーツ団体が、相互連携を図りながら計画の推進に取り組みます。 

また、スポーツを着実に推進し、総合的な取組を実施するためには、庁内のスポー

ツ関係部局や保健福祉部門、観光部門などとの協力が不可欠であるため、お互いの

連携を深め協力体制の構築に努めます。 

 

 ２．計画の進行管理 

計画の推進にあたっては、国の方針や制度改正の動向、また社会情勢の変化など、

必要に応じた対応をしながら施策の的確な進行を行う必要があります。 

そのため、各施策の成果指標の達成状況を中心に、毎年度、取組内容を点検・評価

します。また、その結果を久留米市スポーツ推進審議会に報告し、専門的観点から意

見をいただきながら継続的かつ効果的な計画の進行管理を行います。 


